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１. ＣＫ-１７（Ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｖｅ Ｋｕｒｉｔａ ２０１７）計画最終年度の方針 

1 

顧客に最良のソリューションを提供することにより 
顧客親密性を高める 

ＩＴ技術の 
活用による 

業務プロセスの 
変革 

成長分野への 
集中投資と 

事業の再構築 

CSR活動の 
強化による 

リスクの低減と 
競争優位の獲得 

基本方針 



２. 海外事業の拡大加速① 

2 

超純水供給事業や 
排水回収など 

サービス型ビジネスモデル展開 

北米M&Aによる 
事業基盤獲得 

クリタ・ミドル 
イーストFZE設立 

クリタ・GKベトナム 
設立 

マレーシア 
水処理薬品新工場 

技術、ビジネスモデル、モノ 

クリタ・ヨーロッパ 
GmbH 

クリタ・トルコA.S. 
フレモント・ 

インダストリーズ, LLC 



２. 海外事業の拡大加速② 
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West Coast and  
Mountain States 

Southwest and Texas Southeast States 

Northeast  
States 

Midwest States 
買収対象 

 地域に密着した販売
ネットワークを構築 

 特長ある技術を保有 

複数の買収により 

米国全土をカバー 

商 品 顧 客 

ボイラ薬品、冷却水薬品、
排水処理薬品など 

食品、病院、ビル空調など
2,000社 

フレモント社の買収により獲得した事業基盤 



３. 最先端技術の獲得と新たな展開 
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APANA Inc. への出資 

国内商業施設・民間工場への展開に期待 

実績 

大型商業施設の空調・調理・清掃・洗浄 
における節水 

配管や水の使用箇所は多岐にわたり複雑 

商業施設 
センサーで感知 

 センサー技術 

 省電力データ通信技術 

 独自ロジックによるデータ解析技術 

技術の優位性 

下水 



４. サービス事業への取り組み強化 
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純水供給サービス（KWSS） 

排水回収サービス（CORR    システム） 

超純水供給事業 

TM 

サービス型ビジネスモデルの拡大 



キャッシュの創出 キャッシュの使いみち 

 国内外の有望事業への投資 

 5年通算の配当性向で30-50%を目途
に増配継続に努める 

５. 資本効率の向上 
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設備投資 

配当 

自己株式取得 

キャッシュの使いみち（方針） ： CK-17計画期間中 

 運転資金と予備的資金を確保したうえで、余剰資金と自己資本の増加抑制に努める。 

 株主資本コストを上回るROEの維持とさらなる向上を目指す。 

Ｍ＆Ａ 

営業 
キャッシュフロー 

 余剰資金による自己株式取得の 
    検討・実施 

 米国におけるM&Aの検討・実施 



６. 自己株式の取得と消却 
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取 得 株 式 総 数 
400万株（上限） 
（ 発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 ： 3.45％ ） 

取 得 価 格 総 額 100億円（上限） 

取 得 期 間 2017年3月2日～5月31日 

【 取得予定 】 

消 却 株 式 数 
2,963,900株 
（消却前発行済株式総数に対する割合 ： 2.49％ ） 

消 却 日 2017年4月6日 

消却後発行済株式総数 116,200,694株 

【 消却 】 



７. 超純水供給事業の売上高計画 
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計画 

△ 33 
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契約満了 
ほか 

新設・追加 
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契約変更 

△ 20 

契約変更 
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８. 超純水供給事業の主な案件 
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原契約 契約更新または契約延長 

* 上記は主な契約を示しており、すべての契約を網羅するものではありません。 

【海外】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 

【海外】 

【国内】 

【国内】 

【国内】 



９. ＣＳＲ活動の強化 
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価値創造のCSR 

経営基盤としてのCSR 

中長期的な企業価値の向上と競争優位性の獲得をめざす 

事業活動を通じた 

社会的課題の解決 

社会的な要請への対応 

CSR全体像の体系づけと目標の再設定 

CSVの最大化 

潜在的リスクの最小化 



■ U R L ■  

■ M A I L ■  

h t t p : / / i r . k u r i t a . c o . j p /  

i r @ k u r i t a . c o . j p  

【 将来見通しに関する注記事項 】 

本資料に掲載されている計画数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであるため、

リスクや不確実性を含んでおり、実際の業績はこれと異なる可能性があります。 


